
問

市
の
第
２
次
計
画
で

は
「
男
女
共
同
参
画
と
互

い
に
尊
重
し
合
う
社
会
づ

く
り
」
の
推
進
を
掲
げ
、

啓
発
や
教
育
を
進
め
る
と

し
て
い
る
。

今
年
度
の
研
修
会
や
学

習
会
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

企
画
部
長

市
の
「
自
分

ら
し
い
豊
か
な
生
き
方
を

学
ぶ
」
講
座
や
、
県
の
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・

チ
ェ
リ
ア
が
実
施
す
る
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
セ
ミ

ナ
ー
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
や
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
を
検
討
す
る
。

問

研
修
会
へ
の
参
加
に

市
の
助
成
は
あ
る
の
か

企
画
部
長

毎
年
県
内
４

地
域
を
巡
回
し
て
「
チ
ェ

リ
ア
塾
」
が
開
催
さ
れ
、

受
講
料
を
全
額
助
成
し
て

お
り
、
令
和
４
年
度
は
庄

内
地
区
で
開
催
し
、
３
人

が
受
講
し
た
。

問

女
性
幹
部
職
員
と
の

懇
談
会
で
、
「
男
女
共
同

参
画
の
目
標
値
に
向
け
、

女
性
幹
部
職
員
の
数
合
わ

せ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
研
修
会
を
手
厚

く
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声

が
あ
っ
た
が
ど
う
か
。

企
画
部
長

今
後
、
研
修

計
画
の
中
で
検
討
す
る
。

問

市
職
員
の
働
き
方
へ

の
意
識
改
革
に
向
け
た
取

り
組
み
と
実
績
は
。

企
画
部
長

男
性
職
員
の

育
児
休
業
取
得
を
促
進

し
、
令
和
４
年
８
月
現
在

・
２
％
で
あ
る
。

29
特
別
職
と
管
理
職
が
イ

ク
ボ
ス
研
修
会
を
開
催

し
、
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
し

た
。

問

働
き
方
改
革
の
現
状

と
実
績
、課
題
は
ど
う
か
。

企
画
部
長

多
様
で
柔
軟

な
働
き
方
の
で
き
る
環
境

整
備
や
、
時
間
外
勤
務
の

縮
減
と
、
年
次
有
給
休
暇

等
の
取
得
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

度
を
導
入
し
、
令
和
３
年

８
月
末
時
点

・
８
％
か

10

ら
４
年
８
月
末

・
２
％

18

へ
利
用
が
拡
大
し
て
い

る
。年

次
有
給
休
暇
の
取
得

は
、
３
度
は
前
年
よ
り
１

・
８
日
、
取
得
日
数
が
伸

び
て
い
る
。

問

女
性
セ
ン
タ
ー
を

「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
」
と
し
、
横
断
的
な
運

営
と
、
相
談
窓
口
の
開
設

を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

企
画
部
長

子
育
て
推
進

課
に
女
性
職
員
を
１
人
配

置
し
、
連
携
し
た
支
援
体

制
を
整
え
て
い
る
。

問

「
つ
る
お
か
小
町Ca

fe

」
の
よ
う
に
、
懇
談
や

懇
親
出
来
る
場
を
増
や

し
、
充
実
さ
せ
る
な
ど
の

検
討
は
ど
う
か
。

企
画
部
長

今
年
度
初
め

て
開
催
し
た
が
、
多
様
な

女
性
が
集
ま
り
意
識
を
高

め
る
観
点
か
ら
、
今
後
も

開
催
方
法
や
場
所
等
を
工

夫
し
実
施
、充
実
を
図
る
。

JCP鶴岡地区ＨＰ
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回
る
保
育
士
配
置
を
支
援
す
る
こ
と
を

提
案
し
て
き
ま
し
た
。
全
国

県
が
支

13

援
策
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
県
の
答

弁
は
「
政
府
に
引
き
続
き
要
望
す
る
」

と
し
つ
つ
、「
（
県
独
自
支
援
は
）
相
当

の
財
源
が
必
要
」
「
研
究
す
る
」
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
２
０
２
２
年
６

月
）。

▽
政
府
は
事
件
を
受
け
て
「
調
査
を
お

こ
な
う
」
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

配
置
基
準
改
善
と
保
育
士
の
賃
上
げ
に

思
い
切
っ
て
お
金
を
投
入
す
べ
き
で

す
。
こ
う
し
た
課
題
を
放
置
し
て
、「
国

の
安
全
の
た
め
に
防
衛
費
倍
増
」
と
は

片
腹
痛
い
。

（
県
議

関

徹
）

保
育
士
が
園

児
を
虐
待
す
る

と
い
う
事
件
が

報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
保
育
が

子
ど
も
へ
の
深
い
愛
情
を
土
台
に
し
た

仕
事
と
認
識
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
社

会
に
与
え
る
衝
撃
は
大
で
す
。

▽
虐
待
は
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
を
罰
す
る
だ
け
で
は
何
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。
私
は
県
議
会
で
、
保
育
士
不

足
、
保
育
事
故
な
ど
の
根
本
に
、
国
の

低
劣
な
保
育
士
配
置
基
準
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
、
国
に
対
し
て
改
善
を
求
め
る

と
と
も
に
、
県
と
し
て
も
、
基
準
を
上

NO.２３２７
２０２２．１２．１８
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鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
一
般
質
問
で
１
日
、
日
本

12

共
産
党
の
坂
本
昌
栄
議
員
が
、
①
第
２
次
男
女
共
同
参

画
計
画
及
び
推
進
懇
談
会
②
市
立
小
中
学
校
へ
の
生
理

用
品
の
配
置
③
子
育
て
支
援
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

問

教
育
長
は
令
和
４
年

６
月
議
会
で
、
今
年
度
７

月
か
ら

月
ま
で
ト
イ
レ

12

に
生
理
用
品
を
配
置
し
、

検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
５

年
度
以
降
の
配
置
を
検
討

す
る
と
述
べ
た
。

児
童
や
生
徒
、
保
護
者

か
ら
「
助
か
っ
て
い
る
」

「
良
か
っ
た
」
等
、
多
く

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
使
用
数
や
使

用
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
部
長

令
和
３
年
度

は
、
市
内
小
・
中
学
校
37

校
に
約
３
１
０
０
枚
を
保

健
室
で
提
供
し
、
今
年
度

は
新
婦
人
か
ら
の
寄
付
に

よ
る
約
１
万
２
千
枚
を
、

各
校
の
ト
イ
レ
に
配
置
し

た
。７

月
か
ら

月
末
ま
で

11

５
カ
月
間
で
約
３
０
０
０

枚
の
使
用
が
あ
っ
た
。

問

ト
イ
レ
に
配
置
で
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

は
ど
う
か
。

教
育
部
長

ト
イ
レ
配
置

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
誰
で
も

自
由
に
気
軽
に
使
用
で

き
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

る
用
意
が
難
し
い
児
童
生

徒
に
も
、
心
理
的
な
負
担

が
無
く
容
易
に
使
用
で
き

る
。課

題
は
、
本
当
に
支
援

が
必
要
と
し
て
い
る
児
童

生
徒
の
実
態
把
握
や
、
事

情
を
理
解
し
て
の
支
援
に

つ
な
が
ら
ず
、
衛
生
管
理

面
の
不
安
も
あ
る
。

問

５
年
度
に
ト
イ
レ
配

置
を
検
討
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長

試
験
的
配
置

の
結
果
を
受
け
、
ト
イ
レ

に
配
置
す
る
必
要
性
と
有

効
性
、
問
題
点
や
適
正
な

方
法
を
検
討
す
る
。

生
理
用
品
は
５
年
度
、

市
の
防
災
備
蓄
品
の
２
年

経
過
し
た
物
を
小
中
学
校

へ
２
４
０
０
枚
、
教
育
委

員
会
で
５
０
０
０
枚
を
配

布
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

女
性
セ
ン
タ
ー
を
「
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」
に

学
校
配
置
生
理
用
品
の
使
用
状
況
は



問

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高

騰
は
、
子
ど
も
や
保
護
者

の
生
活
に
影
響
を
与
え
て

い
る
。

令
和
５
年
３
月
末
ま
で

の
学
校
給
食
無
償
化
に
対

し
、
保
護
者
か
ら
感
謝
の

声
や
、
継
続
し
て
ほ
し
い

と
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
５
年
度
の
無
償
化
の

検
討
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

月
以
降
の

11

学
校
給
食
費
の
無
償
化
の

所
要
経
費
は
、
国
の
臨
時

交
付
金
で
対
応
し
て
い

る
。５

年
度
で
の
対
応
に

は
、
全
児
童
対
象
で
約
５

億
２
千
万
円
、
第
２
子
以

降
だ
と
約
２
億
４
千
万
円

の
財
源
が
必
要
と
な
る
。

徴
収
事
務
の
簡
素
化
を

踏
ま
え
、
中
学
生
全
員
を

無
償
化
す
る
と
約
２
億
円

の
財
源
が
必
要
だ
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化

の
拡
大
を
実
現
す
る
た

め
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
増

収
や
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
獲
得
に
努
め
、
財

源
の
安
定
化
や
、
新
た
な

財
源
の
創
出
を
図
る
。

今
後
、
財
源
の
見
通
し

を
基
に
対
象
範
囲
な
ど
検

討
す
る
。

問

子
育
て
世
代
へ
の
負

担
軽
減
の
支
援
は
遅
れ
て

い
る
。

医
療
費
無
料
化
を
、
18

歳
の
年
度
末
ま
で
実
施
の

検
討
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

実
施
に
は
約

１
億
円
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
か
ら
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
の
進
捗
と
あ
わ

せ
、
財
源
の
目
途
を
付
け

な
が
ら
検
討
す
る
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
12月8日入札分

・市営東部住宅2号棟103号室バリアフリー改修工事（朝暘町22番28）
（入札3業者）
中野興建(有) 2,360,000円（2,400,000円）工期～5/3/31（落札率98.33％）
・市営大西住宅3・4号棟給水設備改修工事（大西町21-12他）（入札
8業者）
(有)山東設備 13,480,000円（13,760,000円）

工期～5/3/30（落札率97.97％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
12月8日入札分

・笹川川代山線道路改良工事（羽黒町川代地内）（入札1業者）
(株)丸元建設 5,850,000円（5,890,000円）工期～5/3/24（落札率99.32％）

廃棄物対策課入札結果（ ）内は予定価格
12月8日入札分

・岡山環境パーク管理棟屋根シート防水改修工事（岡山字大谷地16
番地）（入札9業者うち2業者辞退）
㈱太平堂塗装 9,580,000円（9,850,000円）工期～5/3/27（落札率97.26％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月12日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区黒瀬西荒川１号ほか管路改良工事
（羽黒町荒川ほか地内）（入札1業者）
東北環境開発(株) 3,200,000円（3,220,000円）

工期～5/3/15（落札率99.38％）
12月6日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設黒川53号ほか改良工事（黒
川ほか地内）（入札3業者）
(株)菅興業 6,500,000円（6,560,000円）工期～5/3/15（落札率99.09％）

鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
一
般
質
問
で
１
日
、
日
本

12

共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
が
、
①
小
中
一
貫
教
育
②
新

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

小
中
一
貫
校
中
１
の
飛
躍
生
ま
れ
ず

問

小
中
一
貫
校
は
、
小

学
校
と
中
学
校
の
区
切
り

が
な
く
、
小
学
６
年
生
の

卒
業
式
と
、
中
学
生
の
入

学
式
も
な
い
。

小
中
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消

す
る
た
め
に
は
、
な
く
て

も
よ
い
こ
と
な
の
か
。

教
育
部
長

義
務
教
育
学

校
を
選
択
す
る
場
合
に

は
、
そ
れ
を
補
う
よ
う
な

教
育
活
動
や
指
導
を
考
え

る
。県

内
で
最
初
に
義
務
教

育
学
校
を
導
入
し
た
新
庄

市
立
萩
野
学
園
で
は
、
中

期
ブ
ロ
ッ
ク
が
始
ま
る
５

年
生
か
ら
制
服
を
着
用

し
、
中
学
１
年
生
に
当
た

る
７
年
生
か
ら
通
学
か
ば

ん
や
学
校
指
定
内
履
の
使

用
、
自
転
車
通
学
の
許
可

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問

小
中
一
貫
校
は
、
中

１
の
成
長
の
飛
躍
が
生
ま

れ
な
い
と
い
わ
れ
る
が
。

教
育
部
長

小
・
中
の
区

切
り
が
な
い
た
め
９
年
間

に
わ
た
っ
て
環
境
の
変
化

が
な
く
、
異
学
年
交
流
が

活
発
に
な
り
心
の
安
定
が

図
ら
れ
る
。

萩
野
学
園
で
は
、
中
期

ブ
ロ
ッ
ク
の
リ
ー
ダ
ー
を

経
験
さ
せ
、
中
学
１
年
生

に
当
た
る
７
年
生
の
成
長

を
促
し
て
い
る
。

問

中
１
の
成
長
の
飛
躍

を
経
験
し
て
い
な
い
生
徒

が
、
新
た
に
「
高
１
ギ
ャ

ッ
プ
」
を
乗
り
越
え
ら
な

い
と
い
う
問
題
が
生
ま
れ

な
い
の
か
。

教
育
部
長

萩
野
学
園
で

は
、
卒
業
生
が
高
校
進
学

後
不
適
合
に
な
っ
た
生
徒

は
い
る
が
、
そ
の
割
合
は

６
・
３
制
の
中
学
校
と
変

わ
ら
な
い
と
の
こ
と
。

高
校
進
学
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
乗
り
越
え
ら
れ
る
子
ど

も
の
育
成
は
、
義
務
教
育

学
校
に
限
ら
ず
、
鶴
岡
型

小
中
一
貫
教
育
が
目
指
す

姿
だ
。

学
校
給
食
自
校
方
式
を
選
択
す
べ
き

問

学
校
給
食
は
自
校
方

式
が
理
想
的
と
言
わ
れ
て

い
る
。

「
学
校
給
食
発
祥
の
地
」

は
、
学
校
給
食
関
係
者
の

尊
敬
の
地
で
も
あ
り
、
理

想
的
な
自
校
方
式
を
選
択

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

教
育
部
長

外
部
の
有
識

者
か
ら
な
る
鶴
岡
市
学
校

給
食
の
あ
り
方
検
討
会
を

令
和
元
年
か
ら
２
か
年
開

催
し
、
実
施
方
式
に
つ
い

て
も
議
論
が
さ
れ
た
。

自
校
方
式
は
確
か
に
理

想
的
な
部
分
が
あ
る
が
、

経
費
や
効
率
性
を
考
え
る

と
現
実
的
で
は
な
い
と
の

意
見
で
あ
る
。

近
代
的
な
調
理
環
境
下

で
安
心
・
安
全
な
給
食
を

作
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

魅
力
的
な
献
立
づ
く
り
や

柔
軟
な
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

な
ど
、
鶴
岡
ら
し
い
給
食

の
提
供
を
進
め
て
い
く
た

め
に
も
セ
ン
タ
ー
方
式
が

基
本
に
な
る
。

問

新
セ
ン
タ
ー
は
、
将

来
的
に
は
１
セ
ン
タ
ー
化

を
見
す
え
た
あ
り
方
を
検

討
す
る
と
し
て
い
る
が
、

市
全
域
を
１
セ
ン
タ
ー
に

す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い

か
。

教
育
部
長

少
子
化
の
進

展
に
よ
り
提
供
食
数
の
減

少
が
考
え
ら
れ
、
適
正
規

模
で
整
備
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。

施
設
を
集
約
す
る
こ
と

に
よ
り
、
食
育
機
会
の
減

少
や
、
有
事
の
際
の
給
食

停
止
、
調
理
工
程
の
簡
略

化
等
の
課
題
も
想
定
し
て

い
る
。

食
育
は
、
栄
養
教
諭
等

が
行
う
学
校
訪
問
や
施
設

見
学
に
よ
る
食
育
活
動
を

積
極
的
に
行
い
、
食
中
毒

や
災
害
に
よ
り
給
食
の
全

面
停
止
を
回
避
す
る
た

め
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
導
入

に
よ
る
衛
生
管
理
の
徹
底

や
、
施
設
の
強
靱
化
を
検

討
し
て
い
る
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

５
年
度
の
学
校
給
食
無
償
化
は


